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令 和 ４ 年 第 ３ 回 笠 置 町 議 会 会 議 録 

令和４年９月15日～令和４年９月29日 会期15日間 

議  事  日  程  （第１号） 

令和４年９月15日 午前９時45分開議 

第１  会議録署名議員の指名 

第２  会期の決定 

第３  諸般の報告 

第４  認定第１号 令和３年度笠置町一般会計決算認定の件 

第５  認定第２号 令和３年度笠置町国民健康保険特別会計決算認定の件 

第６  認定第３号 令和３年度笠置町簡易水道特別会計決算認定の件 

第７  認定第４号 令和３年度笠置町介護保険特別会計決算認定の件 

第８  認定第５号 令和３年度笠置町後期高齢者医療特別会計決算認定の件 
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    開  会   午前９時４５分 

議長（大倉 博君） 皆さん、おはようございます。 

  今年の夏は各地で大雨による被害が発生いたしました。９月に入ってからも台風が立て続

けに発生していますので、十分御留意をいただきますようお願い申し上げます。 

  本日、ここに令和４年９月第３回笠置町議会定例会が招集されましたところ、御出席いた

だきまして御苦労さまです。 

  本定例会に提案されます各議案につきましては、慎重に御審議をいただきますとともに、

町長をはじめ職員の皆様には、適正かつ明確な御答弁をお願いいたします。 

  また、新型コロナウイルス感染症の予防対策にも御協力いただきながら、密を避けるため

にも、議会運営がスムーズに進みますよう、皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

  なお、本定例会においてもクールビズを推奨し、ノーネクタイ及び上着の着脱を許可いた

します。 

──────────────────────────────────── 

議長（大倉 博君） ただいまから令和４年９月第３回笠置町議会定例会を開会します。 

  これから本日の会議を開きます。 

  西昭夫議員から体調不良のため欠席届が提出されておりますので、御報告いたします。 

  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。 

──────────────────────────────────── 

議長（大倉 博君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、６番、田中議員及び１番、向出健

議員を指名します。 

  以上の両議員に差し支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをいたします。 

──────────────────────────────────── 

議長（大倉 博君） 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

  お諮りします。本定例会の会期は、本日から９月２９日までの１５日間といたしたいと思

います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） 異議なしと認めます。会期は本日から９月２９日までの１５日間に決定

いたしました。 

──────────────────────────────────── 
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議長（大倉 博君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  議会報告を行います。 

  去る８月２７日、京都市内において、京都府町村議会議長会主催の令和４年度府政懇談会

が開催され、出席いたしました。京都府知事をはじめ副知事、府幹部の出席の下、各町村議

会から要望を行いました。笠置町議会からは、ＪＲ関西本線の維持について沿線府県ととも

に国への要望をお願いするとともに、国道１６３号の歩道整備と災害時の避難経路確保のた

めの全線の安全対策の構築を要望いたしました。 

  なお、ＪＲ関西本線に関しては、京都府選出の国会議員、奈良県議会議長、三重県伊賀市

長などにも要望いたしました。 

  ９月４日、精華町において令和４年度京都府総合防災訓練が開催され、出席いたしました。

地域の防災力を向上させるため、情報収集や伝達訓練等が行われました。 

  以上、議会報告といたします。 

  議会運営上、今定例会におきまして不穏当な発言があった場合には、後日、会議録を調査

し善処いたします。 

  次に、町長から行政報告の申出がありました。これを許可します。町長。 

町長（中 淳志君） 皆さん、おはようございます。 

  本日、ここに令和４年第３回笠置町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には

御多用の中、御出席を賜り、厚く御礼申し上げます。 

  朝夕は涼しくなってきたとはいえ、日中はまだまだ残暑も厳しく、体調に御留意いただき

たく存じます。 

  それでは、町政の状況について御報告させていただきます。 

  まず、新型コロナウイルス感染症に関し報告いたします。 

  笠置町で確認されております新型コロナウイルス感染症の陽性者数は、９月１４日現在、

９５名となっております。８月７日には、笠置いこいの館において、６０歳以上の方と

６０歳未満で基礎疾患をお持ちの方に対し４回目のワクチンの集団接種を行い、併せて個別

接種についても、医療機関と調整し進めているところです。 

  そのような中で、８月３１日に高齢者施設において間違い接種が発生いたしました。８月

５日に高齢者施設で４回目の接種を受けられた高齢者の方に対し、８月３１日に再度接種し

たというものです。幸いにも体調には異常がないという御報告を受けておりますが、御本人、

御家族の皆様に大変御心配をおかけしたことを深くおわびするとともに、この事態を重く受
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け止め、接種医療機関と施設、町との連携をさらに密にして、再発防止に努めていきたいと

考えております。 

  続いて、木津川河川空間活用事業について御報告いたします。 

  木津川を活用したにぎわいづくりと町の活性化を図るため、笠置町河川空間活用協議会を

設置し、木津川河川敷のオープン化に向けて協議を進めてまいりましたが、収益性のある活

動の効果及び利用者のニーズを把握するため、１０月１日から１年間、社会実験を行うこと

となりました。昨日開会いたしました第４回協議会において、この社会実験に応募いただき

ました事業者の審査を行い、承認いただきました。多くの事業者が社会実験に参加いただく

ことで検証を進め、にぎわいのある町となるよう期待しております。 

  今回、本定例会に御提案申し上げます案件は、認定５件、議事案件は補正予算３件を含む

５件でございます。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げまして、行政報告といたし

ます。よろしくお願いいたします。 

議長（大倉 博君） これで諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

議長（大倉 博君） 日程第４、認定第１号、令和３年度笠置町一般会計決算認定の件を議題

とします。 

  提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 失礼いたします。 

  認定第１号、令和３年度笠置町一般会計決算認定の件について提案理由を申し上げます。 

  令和３年度笠置町一般会計については、歳入総額１７億５，５３４万９，５８５円、歳出

総額１６億４，３３２万５，３５３円、歳入歳出差引額１億１，２０２万４，２３２円、明

許繰越として翌年度に繰り越すべき財源９１７万１，０００円、実質収支額１億２８５万

３，２３２円、地方自治法第２３３条の２の規定により、基金に繰り入れる額６，０００万

円となっております。御審議いただき、御承認賜りますようお願い申し上げます。以上でご

ざいます。 

議長（大倉 博君） 概要説明を求めます。会計管理者。 

会計管理者（増田紀子君） それでは、令和３年度一般会計歳入歳出決算について概要説明を

させていただきます。 

  これ以降、本日の全会計の説明に当たりまして、歳入につきましては、款の項目と款の項

目の予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の数値を読み上げることで、説
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明に代えさせていただきます。 

  その際、不納欠損額及び収入未済額の欄の数値がゼロの場合は割愛させていただきます。 

  また、歳出につきましても、款の項目と款の項目の予算現額、支出済額、翌年度繰越額、

不用額の数値を読み上げることで、説明に代えさせていただきます。 

  その際も、翌年度繰越額の欄の数値がゼロの場合は割愛させていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

  それでは、まず歳入から説明させていただきます。 

  決算書の１ページを御覧ください。 

  なお、参考資料は２ページから３ページとなっております。 

  町税１億５，９９７万１，０００円、１億６，９２０万２，１０８円、１億６，３０６万

３，５９９円、１０万１，３７３円、６０３万７，１３６円。 

  地方譲与税９０５万円、調定額、収入済額ともに９５６万５，０００円。 

  利子割交付金、予算現額、調定額、収入済額ともに１１万１，０００円。 

  配当割交付金１１８万９，０００円、調定額、収入済額ともに１０９万８，０００円。 

  株式等譲渡所得割交付金１０２万３，０００円、調定額、収入済額ともに１２０万

８，０００円。 

  法人事業税交付金８９万６，０００円、調定額、収入済額ともに１３２万２，０００円。 

  地方消費税交付金２，８１０万２，０００円、調定額、収入済額ともに２，８９３万

２，０００円。 

  ゴルフ場利用税交付金３，１３１万６，０００円、調定額、収入済額ともに３，４７０万

８，７７０円。 

  自動車取得税交付金１，０００円、調定額、収入済額ともに４６７円。 

  環境性能割交付金、予算現額、調定額、収入済額ともに８４万８，０００円。 

  地方特例交付金６２万５，０００円、調定額、収入済額ともに１１０万６，０００円。 

  地方交付税８億６，７４１万８，０００円、調定額、収入済額ともに９億１，３３２万

８，０００円。 

  分担金及び負担金５６万２，０００円、調定額、収入済額ともに５６万８０円です。 

  続いて、３ページを御覧ください。 

  使用料及び手数料１，４４７万１，０００円、１，７８６万７，８１３円、１，２４８万

７０７円、５３８万７，１０６円。 
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  国庫支出金２億１，６０８万５，０００円、調定額、収入済額ともに１億５，２８４万

３，８５５円。 

  府支出金６，７７４万３，０００円、調定額、収入済額ともに５，８２７万８０３円。 

  財産収入２８６万７，０００円、調定額、収入済額ともに２３４万２，８７５円。 

  寄附金４４０万円、調定額、収入済額ともに３２５万８，０００円。 

  繰入金３，４０５万４，０００円、調定額、収入済額ともに３，００２万９，４２２円。 

  繰越金６，０５１万５，０００円、調定額、収入済額ともに６，０５１万５，４６８円。 

  諸収入６，０２２万９，０００円、調定額、収入済額ともに５，９１５万１，５３９円。 

  町債２億９，７０４万２，０００円、調定額、収入済額ともに２億２，０５４万

２，０００円。 

  歳入合計は１８億５，８５１万８，０００円、調定額１７億６，６８７万５，２００円、

収入済額１７億５，５３４万９，５８５円、不納欠損額１０万１，３７３円、収入未済額

１，１４２万４，２４２円となります。 

  次に、歳出の説明に移らせていただきます。 

  ５ページを御覧ください。参考資料は４ページとなります。 

  議会費４，８３３万５，０００円、４，８１８万８，２５６円、１４万６，７４４円。 

  総務費６億９，２６２万５，０００円、５億９，５４４万９９３円、５０３万

８，０００円、９，２１４万６，００７円。 

  民生費３億８，５１２万７，０００円、３億５，９３５万１，０５２円、６６６万

２，０００円、１，９１１万３，９４８円。 

  衛生費１億７，８７７万６，０００円、１億５，０７５万８，８２０円、１７２万円、

２，６２９万７，１８０円。 

  農林水産業費２，６４８万３，０００円、２，５４８万８，５１１円、９９万

４，４８９円。 

  商工費６，０７４万６，０００円、５，７８２万８，６２３円、２９１万７，３７７円。 

  土木費２億４９２万８，０００円、１億５，３９１万５，５５８円、４，５６２万

８，０００円、５３８万４，４４２円。 

  消防費５，６３７万２，０００円、５，４７２万７，５２９円、１６４万４，４７１円。 

  教育費６，６１５万２，０００円、６，２５５万９，５７０円、３５９万２，４３０円。 

  続いて、７ページを御覧ください。 
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  公債費１億３，３６８万８，０００円、１億３，３１６万５，６４１円、５２万

２，３５９円。 

  諸支出金、予算現額、不用額ともに１，０００円。 

  災害復旧費４２８万５，０００円、１９０万８００円、２３８万４，２００円。 

  予備費、予算現額、不用額ともに１００万円。 

  歳出合計は１８億５，８５１万８，０００円、支出済額１６億４，３３２万５，３５３円、

翌年度繰越額５，９０４万８，０００円、不用額１億５，６１４万４，６４７円となります。 

  続いて、１１３ページを御覧ください。 

  実質収支に関する調書です。 

  歳入総額が１７億５，５３４万９，５８５円、歳出総額が１６億４，３３２万

５，３５３円、歳入歳出差引額は１億１，２０２万４，２３２円、うち翌年度へ繰り越すべ

き財源は、繰越明許費繰越額の９１７万１，０００円です。それを差引きしますと、実質収

支額は１億２８５万３，２３２円となります。実質収支額のうち地方自治法第２３３条の

２の規定による基金への繰入額を６，０００万円としております。 

  １１４ページ以降は財産に関する調書、１１９ページには地方消費税交付金のうち社会保

障の財源となる経費１，６４１万９，０００円の充当先を記載しております。 

  以上で、一般会計歳入歳出決算の概要説明を終わらせていただきます。 

議長（大倉 博君） 次に、決算審査の報告を求めます。議会選出監査委員、坂本英人議員。 

監査委員（坂本英人君） それでは、提出いたしました令和３年度笠置町一般会計及び特別会

計歳入歳出決算審査意見書について御報告させていただきます。 

  令和４年８月３１日に仲北代表監査委員と合議の下、笠置町長に対し、令和３年度笠置町

一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査意見書、そして令和３年度健全化判断比率及び資金

不足比率等審査意見書の提出をしたことを申し添えます。 

  さて、地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付されました令和３年度笠置町

一般会計及び特別会計歳入歳出決算についてですが、審査対象としまして、令和３年度笠置

町一般会計歳入歳出決算及び関係帳簿証書類をはじめ、笠置町国民健康保険特別会計を含む

計４特別会計の歳入歳出決算及び関係帳簿証書類、そしてその他関係帳簿及び台帳を審査い

たしました。 

  決算審査実施日としましては、令和４年８月５日、９日、そして１２日の計３日間とし、

町長、関係所属長並びにその課員、そして総務財政課会計管理者に出席をお願いいたしまし
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た。 

  審査の総括意見といたしましては、令和３年度笠置町一般会計及び特別会計の歳入歳出決

算書及び決算書附属書類について、関係法令に準拠して作成されているかを確認し、各種帳

簿、証書類及び各課等から提示された関係書類と照合いたしました。 

  併せて予算の執行状況及び決算の内容について、関係職員から説明を聴取し審査した結果、

決算書、出納簿、歳入簿、出納証書類において整理され、会計処理上、おおむね適正なもの

であったと認められます。 

  本町決算審査においては、定期監査と同様に、履行した業務の審査に限らず、その事業の

有効性や効率性などを監査することとしており、これまでも定期監査を実施した後、監査報

告書を通じて監査委員としての様々な意見等を発信しております。 

  初めに、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について触れておきます。令

和３年度は、国から新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金として本町にも交付

金が配分されており、自治体が実情に応じてきめ細やかな事業を実施し、地域経済や住民生

活の支援を行うという本交付金の趣旨にのっとった事業の展開をされており、町内循環バス

や福祉事業所の公用車等の車内抗菌・抗ウイルスコーティングや公共施設の自動水栓化等、

地域の活性化に大変役立っております。一部、令和４年度に繰り越す事業もありますが、精

算においては契約書、関係証書、支払明細などを精査の上、確実な補助金の実績報告を行っ

ていただきますようお願い申し添えます。 

  次に、寄附金についてですが、寄附者は寄附をする際、寄附金の活用について希望事業を

歴史・文化・自然を活用した観光の町づくり事業、交流基盤を築く町づくり事業、子どもを

育む町づくり事業、健康長寿の町づくり事業、その他目的達成のために必要と認める事業の

５つの区分から選択することができます。また、寄附金の運用については、寄附者の意向が

反映されるよう十分配慮しなければならないと笠置町ふるさとづくり基金条例に定められて

います。寄附金を受けている以上は、寄附者の意向に配慮した上で、寄附金を活用してどの

ような事業を実施していくのか、活用実績を公表する必要があるのではないでしょうか。 

  なお、寄附金に係る業務は商工観光課が所管しているとのことでありますが、町として寄

附金活用に係る指針を決定することが必要であり、寄附者の意向が十分反映するよう関係各

課へ情報提供するとともに、関係各課においても寄附金を活用した事業立案をしていただき、

適正な寄附金の執行方法を検討していただきたいと思います。 

  そして、職員の時間外勤務についても、前年度に引き続き注視することとしました。本年



１０ 

度の一般会計における時間外勤務手当の決算額は１，１００万円を超えており、過去数年の

決算額を振り返って見ても、おおよそ同額程度となっております。時間外勤務は、業務の繁

盛期や突発的な業務の発生などにより、期限内の履行や業務の緊急性を求められることなど

から、やむを得ず職員が職務に当たらなければならないものとして所属長が課員に勤務を命

令するものです。時間外勤務の勤務内容や勤務時間実績などについては、各課が保管する時

間外勤務命令簿に記録されており、この命令簿を確認すると、決算数値が示していることは

もとより、所属長からの意見を伺うと、常態化しているものも存在するとのことでした。 

  空き家問題や地域の過疎化・高齢化など、全国的に住民が地方公共団体に求めるニーズは

年々増加をたどっているように思いますが、一方で働き方改革関連法案などが提出されたこ

とにより、平成３１年に人事院規則が改定され、職員の健康問題などの観点から、時間外勤

務ついては原則月に４５時間、年間では３６０時間を上限と定められてはいるものの、この

命令簿から実際にはこの時間数を超える職員も存在しております。 

  このような状況から、常態化している時間外勤務については、マンパワーが不足している

こととして行政が評価するのであれば、各業務に対する職員配置や、組織の見直しなどを図

り、職員への過重な負担を軽減しつつ、組織体制の適正化・強化を図られてはどうかと考え

ます。職員の勤務環境が悪いのであれば、職員の健康、ワーク・ライフ・バランス等に影響

し、仕事の効率性の低下を招くものとするのではないでしょうか。また、時間外勤務手当も

行政コストであるという認識を持ち、行政コストの軽減を図るという側面からも改善の必要

があると思われます。 

  自治体に求められるニーズの増加への対応と、職員の働き方改革という相反する一面を持

つ問題の適正化については、限られた予算・人員の下では双方満足させることは容易ではな

く、非常に高度なバランスを保つことになると思われますが、これからの笠置町を支える体

制づくりとして、ぜひ実現に向けて尽力してください。 

  さて、決算審査はこれまでの定期監査の延長線上にあり、定期監査も含め、本監査におい

ても監査期間中に様々な意見をその都度付してまいりました。地方公共団体は、事務処理を

するに当たっては、住民の福祉の増進と最少の経費で最大の効果を上げ、常に組織及び運営

の合理化と規模の適正化を図らなければなりません。我々監査委員は、そのような思いと職

責から監査意見を付しているからこそ、いま一度、過去の定期監査報告書にも目を通してい

ただきたいと思います。そして、それが他課に対するものであるから他人事として読み流す

のではなく、監査意見を自身の業務に照らし合わせ日常業務に生かしていただきたいと思い
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ます。そして、職員一人一人の笠置町への思いを、組織としての知見や知識を集結し、ぜひ

とも次年度の予算に反映させていただくよう望みまして、総括意見といたします。 

  続きまして、一般会計の審査において、決算数値については先ほど会計管理者が報告され

たとおり、決算書記載の数値のとおりとしますので、省略させていただきます。 

  一般会計における決算審査意見としては、まず予算額と調定額の差について触れておきま

す。 

  決算書の歳入事項には、予算額と調定額、そして収入済額などが費目として記載されてい

ますが、前年度は予算額と調定額に大きな差額を生じさせているものが散見されていたため

指摘をしていたものであります。本年度は執行部側としてこれまでの徴収実績に基づき、こ

れらの費目を補正予算対応されており、適正な予算編成に取り組んでいただいております。 

  そして、毎年度の決算審査で状況を伺っている私債権の問題についても本監査で扱いまし

たが、未収金の回収にはなかなかつながっておらず慢性化しているものと考えられます。近

隣自治体の私債権に対する処置現状を見ますと、どの自治体もその取扱いに困窮されていま

す。その債権整理については、担当課も大変な苦労があることとは承知していますが、他市

町村の取組状況について把握の上、改善の方策を引き続き検討されたいと思います。 

  次に、令和３年度の健全化判断比率及び資金不足比率等審査意見書について御報告させて

いただきます。 

  審査の概要ですが、町長から提出された実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率及び将来負担比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されてい

るかを主眼として実施いたしました。 

  審査の結果ですが、総合意見としまして、審査に付された各種比率及びその算定の基礎と

なる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められました。 

  令和３年度の実質赤字比率、連結実質赤字比率は、前年度同様に０％以下となっておりま

して、実質公債費比率は５．１％、将来負担率は１．４％となりました。 

  本年度の実質公債費比率は前年度と比較して０．５ポイント増となりました。これはつむ

ぎてらす建設に係る平成２９年度に発行した一般補助施設整備等事業債や、笠置会館耐震補

強及び大規模改修工事に係る過疎対策事業債の元金償還が始まったことが大きな要因となっ

ております。 

  この実質公債費比率は３か年平均値で求められており、単年度の同比率は令和元年度が

４．７６％、令和２年度は５．５１％、令和３年度は５．２９％としています。来年度以降
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については、新たに償還が始まるものもあれば償還が終わるものもあり、例年並みの財源が

確保できるものと仮定すると、実質公債費率については減少傾向で推移するものと見込まれ

ます。当町の財政状況を鑑み、繰上償還等の実施を検討され、引き続き公債費の適正化に努

めてください。 

  次に、前年度の将来負担比率はゼロ％以下であったことから「－」として表記しておりま

したが、今年度では１．４％となりました。 

  当該比率の算定ルールの一つとして算定基準日を設けており、本年度では令和４年３月

３１日を基準日として、その時点における地方債の償還残高や退職手当の負担見込額など、

将来負担しなければならないものを仮に基準日に全額負担することとした場合の総額から、

同日で保有している基金など充当可能財源額を差し引いた額を分子として、その団体の標準

財政規模等によって算出された額を分母とした算定式によって当該比率は算出されておりま

す。 

  本年度におきましては、将来負担額である公営企業債等繰入見込額、組合負担等見込額及

び退職手当負担見込額が前年度より減少しているものの、庁舎等管理事業に係る役場本庁舎

の耐震工事に伴い緊急防災対策事業債及び一般事業債を発行したことにより、地方債の現在

高が前年度より１億１，９１６万９，０００円増の１５億８，４０３万２，０００円となっ

ております。 

  なお、充当可能財源である充当可能基金及び基準財政需要額算入見込額については前年度

より微増しておりますが、地方債の現在高の大幅な増により将来負担率のポイントが上昇す

る結果となったものです。 

  しかし、今年度発行した臨時財政対策債の一部は、減債基金に積み立て、今後の償還金に

充当することとしており、また今年度の実質収支額が１億２８５万３，２３２円となり、余

剰金から財政調整基金へ６，０００万円積み立てることの予定であります。そのため、令和

４年度における充当可能財源額は増加見込みであり、それに伴い将来負担率のポイントは減

少傾向であることから、特筆して逼迫した状況ではないものの、地方債の現在高の抑制及び

充当可能財源の確保とともに財政状況の見直し等も含め、今後も適正化に努めてください。 

  次に、令和３年度の資金不足比率審査意見書についてです。 

  審査の概要ですが、町長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記

載した書類が適正に作成されているかを主眼として実施いたしました。 

  審査の結果としまして、総合意見については審査に付された資金不足比率及びその算定の
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基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されたものであると認められました。 

  令和３年度の資金不足比率は前年度と同様に０％以下となっており、是正改善を要する事

項については特にありません。 

  一般会計においては以上です。 

議長（大倉 博君） 会計管理者。 

会計管理者（増田紀子君） 先ほど決算書の概要説明の際に、歳入の数字の読み上げに誤りが

ありましたので、誤って読み上げた箇所を再度読み上げさせていただきます。 

  決算書の１ページを御覧ください。 

  ５の株式等譲渡所得割交付金、予算現額１０２万３，０００円、調定額、収入済額ともに

１２８万円。 

  １０、環境性能割交付金、予算現額８４万８，０００円、調定額、収入済額ともに８４万

円。以上です。申し訳ございませんでした。 

議長（大倉 博君） これから質疑を行います。質疑につきましては、全ての議案に対し、同

一議員につき、同一の議題について３回までですので申し添えます。ページ数の後に質疑し

ていただきますようお願いいたします。 

  なお、認定第１号、令和３年度笠置町一般会計決算認定の件については、歳入全般を一区

切りとし、歳出の１款議会費から４款衛生費までを一区切り、５款農林水産業費から８款消

防費までを一区切り、９款教育費から１３款予備費までを一区切り、合計４区切りで行いま

す。 

  初めに、一般会計決算の歳入について質疑はありませんか。由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  まず、歳入ということで、歳入の合計の欄なんですが、ページ４ページと３０ページにな

るんですけれども、予算現額と調定額にかなりの差があると。９，１６４万２，８００円が

減額というような大きな差になっております。こういった差は歳入欠陥が危倶されますし、

事業実施に支障が生じると思います。そういったことについてお考えをお聞かせください。 

議長（大倉 博君） 前田参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  昨年の決算監査におきまして監査委員さんからも御指摘いただき、調定額と予算現額の乖

離について、今回はできるだけ調定に見合ったような予算の補正予算を行ってきたところで



１４ 

はございますが、繰越しの事業等もございましたりして、おっしゃっていただきましたよう

に、欠陥ではないにしても不足が出ていると、未済が出ているというところもございます。 

  事業につきましては、十分精査し、減額するところも減額というところを行っております

が、歳入の調定額、なかなか精査といいますか、予算での減額というところまで至らなかっ

たものでございます。 

  ３月補正が終わりましてから確定したものもございましたりして、専決処分ということも

行っておりませんでしたので、こういう状況になりました。できるだけ欠陥ということには

ならないように、予算計上につきましては３月で精査するようにというところで補正予算も

計上するようにしたところではございますが、少し乖離が出たというところで御了解いただ

きたいと思います。以上です。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  なかなかこれだけの収入において、予算現額と調定額が減額になった場合、かなり事業実

施に支障が出てくるかと思います。こういったあたり、適切なまた予算のほうをよろしくお

願いしたいと思います。 

  それでは、２４ページの寄附金についてお伺いしたいと思います。 

  ふるさと納税の件数及び金額、またふるさと納税の影響で税の減額とかいうことになって

いるかと思います。そのあたりについて、費用対効果について御説明願いたいと思います。 

議長（大倉 博君） 商工観光課長。 

商工観光課長（大西清隆君） 失礼いたします。 

  ただいまの由本議員の御質問でございますが、ふるさと納税の件数、金額を御回答させて

いただきたいと思います。 

  ２４ページの寄附金でございますが、総額で３２５万８，０００円寄附をいただいており

ます。そのうち一般の寄附金で１３５万５，０００円、指定寄附金で１９０万３，０００円

でございますが、一般の寄附金につきましては６５件、指定の寄附金につきましては３５件

いただいておるところでございます。 

  私のほうからは以上でございます。 

議長（大倉 博君） 税住民課長。 

税住民課長（石原千明君） 由本議員のただいまの御質問にお答えさせていただきます。 

  住民の方がふるさと納税をされたことによって、町税に入ってくるお金が減ったというこ
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とになるんですけれども、それの金額に関しましては、町民税関係では５５万６，６７０円、

府民税のほうで３７万１，１１７円というふうになっております。以上です。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  所得が減るということで、府民税も減るんですよね。そうしたら、府民税の徴収関係でま

た手数料をいただいている分がまた減ってきたり、所得が減るということで、特別会計とか

影響があるのかどうか。また、このふるさと納税については、企業人の方が携わっておられ

たんですかね。そのあたりの関係も含めて、その費用対効果がどうなったかというあたりを

やはり分析する必要があるのかなと思うんですけれども、以前から事務事業の評価ですね、

提出をお願いしとるんですけれども、今回も提出がないわけですけれども、そういったあた

りのやはり事務事業の評価をすべきだと思うんですけれども、そのあたりの評価というのは

されているんですか、お尋ねいたします。 

議長（大倉 博君） 商工観光課長。 

商工観光課長（大西清隆君） 失礼いたします。 

  ただいま由本議員の御質問でございますが、ふるさと納税の費用対効果というところでご

ざいますけれども、企業人の方、昨年度１名、ふるさと納税の事業に携わっていただいてお

りました。それに対しまして寄附金が総額３２５万８，０００円の寄附があったというとこ

ろで、どこまで費用対効果があったのかという検証まではできていない状況なんですけれど

も、ふるさと納税の品目につきましても、企業人の方、頑張っていただきまして、増えてき

ているところではございますけれども、まだまだそこまで費用対効果につながっているかど

うかというところまでは、なかなか厳しいところもあるのかなと思うんですが、そういった

検証というのは、また今後やっていければと思っておりますけれども、今年度につきまして

は、企業人の方はちょっとおられない状況で、職員が兼務でやっているという状況になって

おります。以上でございます。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  去年まではおられたいうことで、そうしたら、この決算にその分が入っているんですよね。

そういったあたりもちゃんと検証していただいて、また事務事業の評価の調書とか出してい

ただくようにお願いしたいと思うんです。 

  それでは、次にですが、２４ページのふるさとづくり基金の預金利子なんですが、ここで
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は５０２円が計上されておるんですけれども、実際、４２ページでは、ふるさとづくり基金

が４６６円が積まれております。このふるさとづくり基金の利子については、その利子の額

を基金に積むことになっておるんですけれども、この差額についてどうなっているのかとい

うことと、２６ページの高度情報ネットワーク整備基金の繰入分なんですが、１，１２１万

３，７６０円、これに対して４２ページでは１，０００万円が積み立てておられます。これ

は高度情報ネットワークの整備基金が廃止になったことによって、財調基金にそのまま積み

立てるんだというような説明があったかと思うんですが、その差ですね、１２１万

３，７６０円、この関係の説明も併せてお願いしたいと思います。 

議長（大倉 博君） 森本総務財政課担当課長。 

総務財政課担当課長（森本貴代君） 失礼いたします。 

  由本議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

  高度情報ネットワーク整備基金の廃止に伴っての繰入金の件でございます。高度情報ネッ

トワーク整備基金につきましては、令和２年度末をもちまして民間移行にしたことにより、

基金の積立ての目的が喪失しましたので、令和３年度におきまして、基金残については一般

会計へと帰属させていただきました。いわゆる特定の目的は持たない一般財源となりました

ので、その財源をどう扱うかというところで、全額財政基金、財政調整基金へ積み立てたい

ということで予算計上させていただき、議会で承認をいただいたところでございます。 

  ただ、年度末になりまして、今年度の歳出の状況を見ますと、最終の高度情報ネットワー

ク事業の精算としまして、南山城村への負担金、支出が約４５０万円となっておりまして、

単年度としまして考えると、結果として全額積むことが最善なのかということを再度検討し

た結果、一部となります１，０００万円、これを財政調整基金へ積立てをさせていただいた

というところでございます。 

  基金に積み立てる、いわゆる家庭でいいますと、貯金をするということですけれども、将

来に向けて蓄えるということで、将来の負担に備えるということにつながるということでご

ざいますが、単年度の収支で考えますと、当該年度の歳出については、その年度の歳入で賄

いたいという思いもあります。また、単年度の財政状況によりまして、地方交付税の国など

からの歳入も左右されるところでありまして、当町のように財政状況が苦しい団体において

は、単年度の決算の状況をしっかりと見極めながら基金の積立てを考えていく必要があるか

なというふうに考えておりました。 

  令和３年度につきましては、普通交付税の税収が増額となったことになりまして、実質収
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支額が約１億２００万円となったことから、剰余金として結果的には６，０００万円、財政

調整基金に積み立てることができたということ、結果的には予想以上の積立てができたとい

うところではあるんですけれども、由本議員がおっしゃいますように、もっと早い段階で当

該年度の財政状況をしっかりと見極めまして、３月議会、また決算、最終の額が確定した段

階で議会のほうで増額、もしくは減額の予算計上をしまして、承認を得た上で処理をしてい

く必要があったと思っております。 

  監査委員からも指摘がありましたように、調定額と支出額の差が大きく出ているというと

ころもありますので、今後しっかり見極めていきたいというふうに思っております。 

  今後も基金の積立て、また取崩しにつきましては、しっかりと検討を重ねまして、町財政

にとって最善の活用を考えていきたいと思っていますので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

  それから、ふるさとづくり基金の預金の差額でございますが、収入につきましては、出納

整理期間の間に４年度の定期預金で継続で積み立てたふるさとづくり基金の分があるんです

けれども、そちらのほうを３年度の収入で入れてしまったということで差額が出ております。

こちらのほうは一般財源として繰り越したところから来年度、差額の３６円を積立てさせて

いただきたいと思います。御理解のほどお願いします。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  基金というのは、目的があって、目的以外には使用できないものであると思うんですよね。

また、情報ネットワークの基金が廃止になったということで、財調基金に積むんだという説

明があったんです。だから、もう廃止になったから、予算も取ったら、すぐその額を積み立

てるのが当たり前の話だと思うんですよ。全く目的以外に使うようなことでは駄目だと思う

んですけれども、そのあたりですね。令和２年度もまたこの基金については変な会計処理を

されておりました。実際に予算額以上に基金から取崩しをされたというような事案もありま

したので、それについてはちゃんと基金の管理等はよろしくお願いしたいと思います。 

  それと、今のふるさとづくり基金についてですが、５０２円の入が上がっているのに、出

で積み立てておらないというようなことが今後ないように、これも去年の決算の中でも指摘

させていただいた事項ですので、その点も適切に処理をしていただくようにお願いをいたし

ておきます。 

議長（大倉 博君） ほかに質疑ありませんか。 
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（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） なければ、暫時休憩いたします。 

休  憩   午前１０時５７分 

再  開   午前１１時０５分 

議長（大倉 博君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  一般会計決算の歳入としての質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） なければ、これで一般会計歳入の質疑を終わります。 

  次に、一般会計歳出の１款議会費から４款衛生費についての質疑はありませんか。由本議

員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  科目によって予算が不足するということで、流用されたものの不用額が発生しております。

町長は以前から流用は認めないと言っておられたと思うんですが、総務費では、ページ

３４ページの一般管理費、ページ５２ページの防災諸費、ページ５４ページの徴税費の賦課

徴収費、５６ページの戸籍住民基本台帳費、８８ページの衛生費の環境衛生費など発生して

おりますが、それについての答弁を求めたいと思います。 

議長（大倉 博君） 前田参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  予算流用につきましては、目同士の流用というところまで自治法で範囲として認められて

おりますもので、その間でここに計上させていただいております。もちろん事業費といたし

まして予算計上しているものですので、事業費、また同一目内での流用ということを原則と

しておりますけれども、やむを得ず人件費等出てきた場合につきましては、目を越えての流

用ということを行ったものもございます。 

  不用額として出ているところもあるという御指摘もいただきましたが、その流用時点で残

高、ほかの事業費に充てる分も不足となるというところを勘案して、それぞれの流用は行わ

れたというふうに考えております。 

  人件費につきましては、先ほど目間の流用というところもございましたけれども、予算書

上、款内での流用というところも認められておりますので、特に戸籍住民基本台帳費におき

ましては、人件費の職員手当等の増額が最終３月に積算できておりませんでしたので、款内
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での目を越えた流用をさせていただいたというところです。 

  各課におきましても、できるだけ事業間内、それから同一目内ということをお願いしてお

りますけれども、やむを得ず目同士の流用となった場合も出てきたということを御理解いた

だけたらと思います。 

  不用額で出ているというところの御指摘でございましたけれども、そういうところもしっ

かりと精査した中で流用するようにということは指導はさせていただいておりますが、見込

というところで、先に流用したものが出てきてしまったものと考えております。以上です。 

議長（大倉 博君） ほかにありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） なければ、これで一般会計歳出の１款議会費から第４款衛生費の質疑を

終わります。 

  次に、一般会計歳出の５款農林水産業費から８款消防費について質疑はありませんか。あ

りませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） なければ、これで一般会計歳出の５款農林水産業費から８款消防費の質

疑を終わります。 

  次に、一般会計歳出の９款教育費から１３款予備費について質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） なければ、これで一般会計歳出の９款教育費から１３款予備費の質疑を

終わります。 

  これで認定第１号、令和３年度笠置町一般会計決算認定の件の質疑を終わります。 

（「はい」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） どうぞ。由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  今までのところと違うところでちょっと質問させていただきたいと思います。 

  歳出の合計です。令和２年度決算時のときには９，５３７万１，４１２円もの多額の不用

額が出ておりました。そのときに、令和３年度決算では最終補正で不用額が出ないようにす

ると答弁をされておりましたが、また今年の３月の最終補正予算でも、そういった処理をさ

れなかったので質問させていただいたところ、多額の不用額は出ないものと思っております

と答弁をされておりました。その結果、令和３年度は令和２年度より６，０７７万
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３，２３５円もの多い１億５，６１４万４，６４７円もの不用額が発生しております。この

ことについて答弁を求めたいと思います。 

議長（大倉 博君） 前田参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  由本議員の質問にお答えさせていただきます。 

  ３月議会の補正のときにおきまして不用額発生しないというふうに御答弁させていただき

ました。以前からもいろいろ御指摘いただいております。監査委員さんのほうからもいただ

いておりまして、先ほども答弁の中でもお答えさせていただきましたように、最終の３月で

不用額出るものについては減額というふうに予算要望するようにということで、各課、３月

補正に向けて要望書が出てきたところでございます。それにもかかわらず１億５，０００万

円もの不用額が出てきたというところで、精査が足りなかったものなのかなと思っておりま

す。 

  総務財政課所管しておりますものにつきましては、電算システムで約３，２００万円程度

の不用額となっていましましたし、工事におきましても、附帯工事等の確定の減額というと

ころもできていなかったというところもございます。 

  確実に出るものについては、先ほど言いましたように、３月補正で上げるものが原則では

ございますが、要求が２月の中頃ということもございまして、その後に発見されたものにつ

きましては、間に合わなかったというところでございます。 

  今後の対応といたしまして、不用額につきましては、できたら３月での予算上での事業で

はなく、予算上での専決というところも視野に入れさせていただきまして精査していきたい

と考えております。 

  できるだけ専決処分をしないようにと思っておりましたけれども、これだけの不用額が出、

翌年度の繰越額も大きなものとなっておりますので、今後といたしましては、専決での補正

計上ということも考慮したいと思っております。 

  また、４年度に向け課題は多いかと思いますけれども、進言いただきましたことにつきま

して前向きに考えさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  今後とも適切な予算管理、補正等をしていただきますようよろしくお願いをいたします。 

  もう一つ、ちょっと教えていただきたいんですけれども、決算書の１１２ページの翌年度
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繰越金の額について教えてください。 

  令和３年度一般会計補正予算（第９号）の最終補正予算で、令和４年度に繰り越す経費と

いたしまして、１１件で７，２５７万円と報告されておりましたが、この決算書では、翌年

度繰越額は５，９０４万８，０００円となっております。その違いについて教えてください。 

議長（大倉 博君） 前田参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  ３月の補正予算の中で計上させていただいた約７，０００万円につきましては、同じ件数

ではございますが、３月の時点で見込みという金額で上げさせていただきました。 

  ６月議会で報告させていただきました繰越明許費の計算書の中で５，９０４万

８，０００円として上げさせていただいております。その差額が出たものと、約

１，２００万円ほどの差額は出ておりますが、この分につきましては、最終繰り越す事業費

が確定いたしましたので、減額となったものでございます。 

  民生費の住民税の非課税世帯に対する臨時特別給付金でございましたら、６００万円程度

減額となったものを繰り越しておりますし、ワクチンの接種事業につきましても、３年度の

事業費から予定しておりました５３８万９，０００円から実質８２万円というところの減額

となっておりますので、これらの差額のそれぞれの積み上げによりまして、当初、３月補正

で予定していた額よりも減額となったというふうに考えております。以上です。 

議長（大倉 博君） ほかにありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） なければ、これで一般会計歳出の９款教育費から１３款予備費の質疑を

終わります。 

  これで認定第１号、令和３年度笠置町一般会計決算認定の件の質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第１号、令和３年度笠置町一般会計決算認定の件を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  この際申し上げます。全ての議案に対して起立をしない者は反対とみなします。 

  認定第１号、令和３年度笠置町一般会計決算認定の件は、本案のとおり認定することに賛
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成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（大倉 博君） 起立全員です。したがって、認定第１号、令和３年度笠置町一般会計決

算認定の件は、認定することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

議長（大倉 博君） 日程第５、認定第２号、令和３年度笠置町国民健康保険特別会計決算認

定の件を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 認定第２号、令和３年度笠置町国民健康保険特別会計決算認定の件につ

いて提案理由の説明を申し上げます。 

  令和３年度笠置町国民健康保険特別会計については、歳入総額２億９，５６３万

６，９６６円、歳出総額２億３，５１０万７，４１８円、歳入歳出差引額及び実質収支額と

もに６，０５２万９，５４８円となっております。御審議いただき、御承認賜りますようお

願い申し上げます。以上です。 

議長（大倉 博君） 概要説明を求めます。会計管理者。 

会計管理者（増田紀子君） 令和３年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算について概要説明

をさせていただきます。 

  まずは、歳入から説明いたします。 

  決算書の１ページを御覧ください。 

  なお、参考資料は５ページとなっております。 

  国民健康保険税２，５０５万４，０００円、２，６２０万４，６２３円、２，３８５万

８，４３１円、３８万１６円、１９６万６，１７６円。 

  使用料及び手数料１万円、調定額、収入済額ともに１万６，４００円。 

  国庫支出金、予算現額、調定額、収入済額ともに４万４，０００円。 

  府支出金１億８，３９４万２，０００円、調定額、収入済額ともに１億８，１４７万

４，０００円。 

  財産収入２万円、調定額、収入済額ともに２，６５９円。 

  繰入金１，２４１万円、調定額、収入済額ともに１，１６５万５１５円。 

  繰越金２，１８２万８，０００円、調定額、収入済額ともに７，８４７万６，６２８円。 

  諸収入１０万８，０００円、調定額、収入済額ともに１１万４，３３３円。 
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  歳入合計は、予算現額２億４，３４１万６，０００円、調定額２億９，７９８万

３，１５８円、収入済額２億９，５６３万６，９６６円、不納欠損額３８万１６円、収入未

済額１９６万６，１７６円となります。 

  続いて、歳出の説明に移らせていただきます。 

  ３ページを御覧ください。参考資料は、歳入同様５ページとなっております。 

  総務費１５５万８，０００円、１４０万１，７３６円、１５万６，２６４円。 

  保険給付費１億６，９１９万９，０００円、１億６，１２７万９５９円、７９２万

８，０４１円。 

  国民健康保険事業費給付金４，０９３万８，０００円、４，０９３万６，８２７円、

１，１７３円。 

  保健施設費１６１万１，０００円、１４４万９，２３７円、１６万１，７６３円。 

  基金積立金３，００１万円、３，０００万２，６５９円、７，３４１円。 

  諸支出金１０万円、４万６，０００円、５万４，０００円。 

  歳出合計は２億４，３４１万６，０００円、支出済額２億３，５１０万７，４１８円、不

用額８３０万８，５８２円となります。 

  続いて、１９ページを御覧ください。 

  実質収支に関する調書です。 

  歳入総額が２億９，５６３万６，９６６円、歳出総額が２億３，５１０万７，４１８円、

歳入歳出差引額は６，０５２万９，５４８円、翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、

実質収支額は６，０５２万９，５４８円となります。 

  以上で国民健康保険特別会計歳入歳出決算の概要説明を終わらせていただきます。 

議長（大倉 博君） 次に、決算審査の報告を求めます。議会選出監査委員、坂本英人議員。 

監査委員（坂本英人君） 国民健康保険特別会計の決算審査意見を報告させていただきます。 

  本年度の国民健康保険税の収納率は９１％となり、前年度収納率８７．７％より増となり

ました。 

  前年度の収納率より増となっていることについては、日頃より徴収業務に尽力され、滞納

業務を受け持つ京都地方税機構との連絡・調整が十分に図られているものと思われます。相

互扶助制度で成り立っている保険制度を納税者に理解されることを促しながら、今後も引き

続き徴収努力をされるよう期待いたします。 

  一方で、笠置町の被保険者の健診受診率が府内でも低い水準にあることを伺っています。
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この受診率を高める施策として、令和３年度から個別健診の受診可能機関を町内の医療機関

だけでなく、相楽郡及び木津川市の医療機関にまで広域化しています。健康診断の間口を広

げることによって少しでも受診率を高め、疾病の早期発見・早期治療につなげることができ、

保険給付費の抑制はもとより、元来の目的である被保険者が元気で日々を過ごせることにつ

なげることができるものであろうことから、広報活動及びさらなる施策の展開をされるよう

期待いたします。以上でございます。 

議長（大倉 博君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  それでは、国民健康保険税の不納欠損額について、その内容について御説明を願いたいと

思います。公債権、私債権の区分別にありましたら、その分も併せて説明をお願いいたしま

す。 

議長（大倉 博君） 税住民課長。 

税住民課長（石原千明君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  不納欠損額につきましては、今回は税機構からの通知に基づきまして精査させていただき、

不納欠損とさせていただいたものが全てでございます。以上です。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  件数とか、また公債権とか私債権とか、そのあたりの説明をお願いしたいと思うんですが。 

議長（大倉 博君） 税住民課長。 

税住民課長（石原千明君） お答えさせていただきます。 

  件数につきましては、今、手元に資料がございませんので、申し訳ございませんが、後で

報告させていただきます。 

  私債権につきましては、ないというふうに把握しております。以上です。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  徴収については、京都の地方税機構のほうが主にやっておられると思いますが、監査の意

見書にもありますように、相互の互助制度で成り立っているということで、さらなるまた徴

収の御協力をよろしくお願いしたいと思います。 

  決算の意見書の中に、被保険者の健診の受診率が府内でも低い水準にあるということで、

個別健診を町内の医療機関だけでなく、相楽郡及び木津川市の医療機関にまで広域化してい
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るということですが、その成果についてお聞かせください。 

議長（大倉 博君） 税住民課長。 

税住民課長（石原千明君） ただいまの御質問です。 

  成果についてということですが、町内の医療機関以外で今回、相楽郡内、圏内、木津川市

のほうとかで受けられた方は６名です。受診率のほうは、令和２年度は３０．１％だったも

のが、令和３年度は３２．９８％というふうになっております。以上です。 

議長（大倉 博君） ほかに質疑ありませんか。由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  健診率が若干上がっているようですので、さらなるまた広報もよろしくお願いしたいと思

いますが、またこちらの意見書にも書かれておりますが、どういった広報をされているのか。

また、さらなる施策の展開をされるように期待されておりますが、何か考えておられる施策、

または考えられた施策がありましたらお聞かせ願いたいと思います。 

議長（大倉 博君） 税住民課長。 

税住民課長（石原千明君） ただいまの御質問にお答えさせていただきます。 

  広報につきましては、健診の申込み時のときに、広域化がされましたということでお知ら

せを保健サイドのほうからお出ししていただいております。 

  今後につきましては、相楽郡内で取り組んでいますもので、そちらのほうの国保担当者の

ほうで話を詰めさせていただいて、医療機関さんのほうに広域化があるので、他市町の方も

受けられますという形のポスターなりを掲示していただけるように話を詰めていきたいと思

っております。以上です。 

議長（大倉 博君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） なければ、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第２号、令和３年度笠置町国民健康保険特別会計決算認定の件を採決いたし

ます。 

  この採決は起立によって行います。 

  認定第２号、令和３年度笠置町国民健康保険特別会計決算認定の件は、本案のとおり認定



２６ 

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（大倉 博君） 起立全員です。したがって、認定第２号、令和３年度笠置町国民健康保

険特別会計決算認定の件は、認定することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

議長（大倉 博君） 日程第６、認定第３号、令和３年度笠置町簡易水道特別会計決算認定の

件を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 失礼いたします。 

  認定第３号、令和３年度笠置町簡易水道特別会計決算認定の件について提案説明を申し上

げます。 

  令和３年度笠置町簡易水道特別会計については、歳入総額６，０４６万６，８８１円、歳

出総額５，６１０万２，４０８円、歳入歳出差引額及び実質収支額ともに４３６万

４，４７３円、地方自治法第２３３条の２の規定により基金に繰り入れる額は２２０万円と

なっております。御審議いただき、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。以上で

す。 

議長（大倉 博君） 概要説明を求めます。会計管理者。 

会計管理者（増田紀子君） それでは、令和３年度簡易水道特別会計歳入歳出決算について概

要説明をさせていただきます。 

  まずは、歳入から説明いたします。 

  決算書の１ページを御覧ください。 

  なお、参考資料は６ページとなっております。 

  分担金及び負担金２０万９，０００円。 

  使用料及び手数料２，６０２万８，０００円、２，８４８万４，３３２円、２，６２０万

４，８１１円、２２７万９，５２１円。 

  財産収入１，０００円、調定額、収入済額ともに３４９円。 

  繰入金、予算現額、調定額、収入済額ともに２，８７１万７，０００円。 

  繰越金２５７万４，０００円、調定額、収入済額ともに２９５万２，６７６円。 

  諸収入１，０００円、調定額、収入済額ともに４５円。 

  企業債、予算現額、調定額、収入済額ともに１６０万円。 
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  国庫支出金、予算現額、調定額、収入済額ともに９９万２，０００円。 

  歳入合計は６，０１２万２，０００円、調定額６，２７４万６，４０２円、収入済額

６，０４６万６，８８１円、収入未済額２２７万９，５２１円となります。 

  続いて、歳出の説明に移らせていただきます。 

  ３ページを御覧ください。参考資料は、歳入と同様６ページとなっております。 

  総務費１，３９７万８，０００円、１，３７０万９，９７６円、２６万８，０２４円。 

  衛生費２，６６３万３，０００円、２，２９８万３，２０６円、３６４万９，７９４円。 

  公債費１，９４１万１，０００円、１，９４０万９，２２６円、１，７７４円。 

  予備費、予算現額、不用額ともに１０万円。 

  歳出合計は６，０１２万２，０００円、支出済額５，６１０万２，４０８円、不用額

４０１万９，５９２円となります。 

  続いて、１３ページを御覧ください。 

  実質収支に関する調書です。 

  歳入総額が６，０４６万６，８８１円、歳出総額が５，６１０万２，４０８円、歳入歳出

差引額は４３６万４，４７３円、翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、実質収支額

は４３６万４，４７３円となります。実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定に

よる基金への繰入額を２２０万円としております。 

  以上で簡易水道特別会計歳入歳出決算の概要説明を終わらせていただきます。 

議長（大倉 博君） 次に、決算審査の報告を求めます。議会選出監査委員、坂本英人議員。 

監査委員（坂本英人君） 簡易水道特別会計について決算審査意見を報告いたします。 

  毎年度、同様意見になりますが、本会計の歳入の要となる水道使用料についても私債権に

分類される債権ですので、一般会計における私債権と合わせて、滞納繰越となっている水道

使用料のうち、債務者との折衝が不能となったものなどの処分については引き続き検討して

ください。 

  一方、決算書には数値計上されてこないものですが、令和３年３月において本町簡易水道

事業の今後１０年を計画する経営戦略が策定されており、長期にわたって安定した経営を続

けていくための指針を示したものとして、定期監査においてその計画内容の報告を受けてお

ります。人口減少等による水道使用料の低下と施設の維持修繕費用の捻出など、いかにして

長期的な運営をしていくかが問われるわけですが、水道事業は住民にとって日々の生活に欠

かせない飲料水の供給事業であるわけであり、今までも経営の健全化施策は講じられてきて
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はいるとは思いますが、経営戦略にあるとおり、他の自治体と連携した水道技術者の知識の

継承や配水管の連結、業務の広域発注による経費削減など、住民から信頼される安定的かつ

安心で安全な飲料水供給事業となるようこれからも尽力していただきたいと思います。以上

です。 

議長（大倉 博君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  一般会計からの繰入金が２，８７１万７，０００円ということで、歳入総額の４７．５％

を占め、一般会計からの繰入金頼りになっておりますが、この繰入金のうち基準外の繰入金

は幾らありますか、お聞かせください。 

議長（大倉 博君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼いたします。 

  ただいまの由本議員の御質問にお答えいたします。 

  基準外繰入れといたしましては、ページの６ページ、一般会計繰入金の備考欄の２段目の

人件費財源充当分の１，３９７万８，０００円、起債元金の償還財源補填分についての

３８１万円の合計になります。以上でございます。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  この基準外の繰入金の根拠は、今言われたように決まっているものなのかということと、

令和３年度も剰余金が４３６万４，４７３円があるわけですので、その一般会計にこれだけ

の金額を基準外繰入金をする必要があるのか。もっと減額すべきではないのかということで

お考えをお聞かせ願いたいと思います。 

議長（大倉 博君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼いたします。 

  ただいまの由本議員の御質問にお答えをいたします。 

  まず、基準内の繰入金というものが決まっておりまして、機械の償還の利子なり、未普及

解消事業の償還利息なり等々、基準内の繰入金というのは決まっておりまして、それ以外の

ものにつきましては基準外とさせていただいております。 

  繰入金、剰余金が余っているのに、これを一般会計に戻さないのかということだと思いま

す。水道事業につきましては、かなり施設も建設当初から５０年を経過する施設もございま

す。これからの老朽化等々考えますと、水道事業に少しでもお金を残しておきたいと、これ
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からの将来について安心・安全の水を供給するためには、少しでも残して水道事業に使いた

いと思っておりますので、一般会計の繰入れの戻しはさせていただいておりません。以上で

ございます。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  簡易水道の特別会計の財政はかなり厳しいということで、その分は皆さん御承知だと思う

んですけれども、それで基準外の繰入金をされているということなんですが、ここで繰越金

の額なんですが、全額予算計上されておらないんですけれども、これは何で全額を予算計上

されないのか。これを計上することによって、一般会計からの繰入金の額を減らすことがで

きるんじゃないかと思うんですが、そのあたりの説明もお願いいたします。 

議長（大倉 博君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼いたします。 

  ただいまの由本議員の質問にお答えさせていただきます。 

  全額基金に繰入れしないのはなぜかというのかと…… 

３番（由本好史君） 繰越金、予算計上額に何で２９５万２，６７６円を予算計上しないのか。

２５７万４，０００円、入っているのは収入済額２９５万２，６７６円、この額を、

２９５万２，０００円を予算に充ててしまったら、一般会計からの繰入れは少なくなるんじ

ゃないかという質問。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼をいたします。 

  ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  歳入の予算の２５７万４，０００円、繰越金で、実際、収入済額が２９５万２，６７６円、

これ全額、なぜ計上しないのかということだと思います。すみません、一般会計を少しでも

繰入れを減らすことを前提に、本来であると予算額、補正でもして、実際の収入済額を同額

を計上するものかと思います。これができていない現状ですので、今後、実情に応じて最終

補正なり計上できればと思っております。以上でございます。 

議長（大倉 博君） ほかに質疑ありませんか。松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番、松本です。 

  ちょっとお伺いするんですけれども、収入の部で未収金が２２７万９，５２１円という金

額が出ているんですが、これは４年度には回収できるんですか。それとも、焦げつきの未収

金はあるのか。その内容を少し説明してください。 
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議長（大倉 博君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼をいたします。 

  ただいまの御質問にございます未収金、滞納分が多額計上となっております。実際、収入

済額１，３６２円しか収納できていない状況にあります。私もどのような方が滞納で、どれ

ぐらいの計画があるのかというのは調査をしておりました。大変古いものであると、１５年

以上も経過しているものがございまして、なかなか回収の見込みが現在できない状況かと私

自身は考えております。これにつきましては、監査委員さんのほうからも御指摘を過去から

受けておりますので、近々にでも債権管理条例等、近隣市町村でもつくられているところが

ありますので、それを早急に検討させていただいて、今後に整理なりつながるように努力し

てまいりたいと思います。以上でございます。 

議長（大倉 博君） 松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番、松本です。 

  見込みがない金額は幾らあるんですか。これしばらくずっといくと、残しておくと、ずっ

と残ってくると思うんですね。いつか処理せんなん場合もあるかもしれませんね。幾らある

んですか。だから、４年度回収できる見込みは２２７万９，０００円の中でどのぐらいまで

いけるのか。課としての思案をちょっと発表してください。 

議長（大倉 博君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼いたします。 

  ただいまの松本議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

  具体的にどれぐらい回収できるのかというのは、ごめんなさい、大変申し訳ございません

が、今現状でそこまで分析はできておりません。 

  ただ、先ほども申しましたが、大変経過年数、１５年以上も経過したものも多々あるかな

と思っております。それについては、また早急に回収見込みができるのかどうかというのは、

債権管理条例等も視野に入れて早急に考えていきたいと思っております。以上でございます。

失礼します。 

議長（大倉 博君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） なければ、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 
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議長（大倉 博君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第３号、令和３年度笠置町簡易水道特別会計決算認定の件を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  認定第３号、令和３年度笠置町簡易水道特別会計決算認定の件は、本案のとおり認定する

ことに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（大倉 博君） 起立全員です。したがって、認定第３号、令和３年度笠置町簡易水道特

別会計決算認定の件は、認定することに決定しました。 

  ここで、暫時休憩します。 

休  憩   午前１１時５７分 

再  開   午後 １時００分 

議長（大倉 博君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

──────────────────────────────────── 

議長（大倉 博君） 日程第７、認定第４号、令和３年度笠置町介護保険特別会計決算認定の

件を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 失礼します。 

  認定第４号、令和３年度笠置町介護保険特別会計決算認定の件について提案理由を申し上

げます。 

  令和３年度笠置町介護保険特別会計については、歳入総額３億７１８万９，１１１円、歳

出総額２億８，３７２万６，６１５円、歳入歳出差引額及び実質収支額ともに２，３４６万

２，４９６円となっております。よろしく御審議いただき、御承認賜りますようお願い申し

上げます。以上です。 

議長（大倉 博君） 概要説明を求めます。会計管理者。 

会計管理者（増田紀子君） 令和３年度介護保険特別会計歳入歳出決算について概要説明をさ

せていただきます。 

  まずは、歳入から説明いたします。 

  決算書の１ページを御覧ください。 

  なお、参考資料は７ページとなっております。 

  保険料４，９３５万１，０００円、５，０４６万４，８３８円、４，９７８万
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５，１２８円、３０万３，９１０円、３７万５，８００円。 

  使用料及び手数料５，０００円、調定額、収入済額ともに５，２００円。 

  国庫支出金６，８３８万３，０００円、調定額、収入済額ともに８，１０６万

８，６７２円。 

  支払基金交付金７，３３９万７，０００円、調定額、収入済額ともに６，９７６万

６，０００円。 

  府支出金４，１２８万６，０００円、調定額、収入済額ともに３，９５６万７，８３４円。 

  財産収入１，０００円、調定額、収入済額ともに１９９円。 

  繰入金４，７４７万４，０００円、調定額、収入済額ともに４，５７５万１，４２８円。 

  繰越金１，６１０万６，０００円、調定額、収入済額ともに２，０３９万３，０１４円。 

  諸収入９３万４，０００円、調定額、収入済額ともに８５万１，６３６円。 

  歳入合計は２億９，６９３万７，０００円、調定額３億７８６万８，８２１円、収入済額

３億７１８万９，１１１円、不納欠損額３０万３，９１０円、収入未済額３７万

５，８００円となります。 

  続いて、歳出の説明に移らせていただきます。 

  ３ページを御覧ください。参考資料は歳入と同じ７ページとなっています。 

  総務費２１９万９，０００円、１５１万１，５４７円、６８万７，４５３円。 

  保険給付費２億６，７２２万７，０００円、２億５，７２６万９，９９４円、９９５万

７，００６円。 

  地域支援事業費１，９４２万４，０００円、１，７９６万１，９５７円、１４６万

２，０４３円。 

  公債費、予算現額、不用額ともに３万円。 

  予備費、予算現額、不用額ともに１００万円。 

  諸支出金３０５万７，０００円、２９８万３，９１８円、７万３，０８２円。 

  基金積立金４００万円、３９９万９，１９９円、８０１円。 

  歳出合計は２億９，６９３万７，０００円、支出済額２億８，３７２万６，６１５円、不

用額１，３２１万３８５円となります。 

  続いて、２３ページを御覧ください。 

  実質収支に関する調書です。 

  歳入総額が３億７１８万９，１１１円、歳出総額が２億８，３７２万６，６１５円、歳入
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歳出差引額は２，３４６万２，４９６円です。翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、

実質収支額は２，３４６万２，４９６円となります。 

  以上で介護保険特別会計歳入歳出決算の概要説明を終わらせていただきます。 

議長（大倉 博君） 決算審査の報告を求めます。議会選出監査委員、坂本英人議員。 

監査委員（坂本英人君） 介護保険特別会計についての決算審査意見を報告いたします。 

  介護を取り巻く諸問題は、介護者を介護する家族環境はもとより、介護従事職員の人材不

足までもが問題視されております。当町における介護保険給付費は増え続けており、介護保

険制度そのものの不安要素が全域に及んでいる昨今において、いかに安定的な介護施策を打

ち出すことができるかが課題となってきています。そこには笠置町としての地域特性を反映

した介護予防事業や健康増進事業などが不可欠となりますが、令和３年３月に策定された第

９次高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画に基づき、当該計画の基本理念である「みん

なの力で、生涯いきいきと安心して助け合って暮らせるまちの実現」に向けて取組を推進さ

れることを望みます。以上です。 

議長（大倉 博君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  不納欠損額につきましては３０万３，９１０円と、昨年度と比較いたしまして４万

５，４２０円の増加となっております。その内容につきまして御説明をお願いいたします。 

議長（大倉 博君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  令和３年度の不納欠損額３０万３，９１０円ですけれども、５人で３８件分ということに

なっております。以上です。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  意見書では、笠置町としての地域特性を反映した介護予防事業や健康増進事業などが不可

欠となってくると。そこで、基本理念である「みんなの力で、生涯いきいきと安心して助け

合って暮らせるまちの実現」に向けた取組とはどういったものなのかお聞かせください。 

議長（大倉 博君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  令和３年３月に作成させていただきました第９次高齢者福祉計画並びに第８期介護保険事

業計画にも書かせていただいておりますけれども、「みんなの力で、生涯いきいきと安心し
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て助け合って暮らせるまちの実現」ということで３つの基本目標を掲げております。 

  まず、基本目標１つ目が「生涯、健康でいきいきと暮らし続けられるまちに」ということ

で、介護予防と健康づくりの推進、また生きがいづくり、社会参加の促進を図る。 

  また、基本目標２では、「地域みんなで助け合い、支え合えるまちに」ということで、地

域包括ケア体制の強化、また権利擁護、認知症高齢者支援の推進等を掲げております。 

  また、３つ目では、「安心して介護サービスを使えるまちに」ということで、介護保険事

業の推進ということで掲げておりますので、そういった施策展開を挙げさせていただいてお

りますので、挙げさせていただいた内容を進めていきたいというふうに考えております。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  笠置町として地域特性を反映した介護予防事業や健康増進事業につきまして、より一層の

取組をよろしくお願いしたいと思います。 

議長（大倉 博君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） なければ、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第４号、令和３年度笠置町介護保険特別会計決算認定の件を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  認定第４号、令和３年度笠置町介護保険特別会計決算認定の件は、本案のとおり認定する

ことに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（大倉 博君） 起立全員です。したがって、認定第４号、令和３年度笠置町介護保険特

別会計決算認定の件は、認定することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

議長（大倉 博君） 日程第８、認定第５号、令和３年度笠置町後期高齢者医療特別会計決算

認定の件を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 認定第５号、令和３年度笠置町後期高齢者医療特別会計決算認定の件に
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ついて提案説明を申し上げます。 

  令和３年度笠置町後期高齢者医療特別会計については、歳入総額６，６４９万

６，９７０円、歳出総額６，５７２万６６０円で、歳入歳出差引額及び実質収支額ともに

７７万６，３１０円となっております。御審議いただき、よろしく御承認賜りますようお願

い申し上げます。以上でございます。 

議長（大倉 博君） 次に、概要説明を求めます。会計管理者。 

会計管理者（増田紀子君） 令和３年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について概要説

明をさせていただきます。 

  まずは、歳入から説明いたします。 

  決算書の１ページを御覧ください。 

  なお、参考資料は８ページとなっております。 

  後期高齢者医療保険料２，４５７万２，０００円、２，４１８万３３６円、２，４０１万

３，９０４円、９，２８３円、１５万７，１４９円。 

  使用料及び手数料５，０００円、調定額、収入済額ともに４，９００円。 

  繰入金４，１９５万７，０００円、調定額、収入済額ともに４，１４６万５，５３２円。 

  繰越金６万１，０００円、調定額、収入済額ともに４４万３，９１１円。 

  諸収入５７万１，０００円、調定額、収入済額ともに５６万８，７２３円。 

  歳入合計は６，７１６万６，０００円、調定額６，６６６万３，４０２円、収入済額

６，６４９万６，９７０円、不納欠損額９，２８３円、収入未済額１５万７，１４９円とな

ります。 

  次に、歳出の説明に移らせていただきます。 

  ３ページを御覧ください。参考資料は、歳入と同じく８ページとなっております。 

  総務費１７万４，０００円、７万７，１１０円、９万６，８９０円。 

  後期高齢者医療広域連合納付金６，４７４万６，０００円、６，３８９万１，５９３円、

８５万４，４０７円。 

  諸支出金６３万１，０００円、３１万９，７５６円、３１万１，２４４円。 

  保健事業費１５１万５，０００円、１４３万２，２０１円、８万２，７９９円。 

  予備費、予算現額、不用額ともに１０万円。 

  歳出合計は６，７１６万６，０００円、支出済額６，５７２万６６０円、不用額１４４万

５，３２０円となります。 
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  続いて、１３ページを御覧ください。 

  実質収支に関する調書です。 

  歳入総額が６，６４９万６，９７０円、歳出総額が６，５７２万６６０円、歳入歳出差引

額は７７万６，３１０円、翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、実質収支額は

７７万６，３１０円となります。 

  以上で後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の概要説明を終わらせていただきます。 

議長（大倉 博君） 決算審査の報告を求めます。議会選出監査委員、坂本英人議員。 

監査委員（坂本英人君） 後期高齢者医療特別会計についての決算審査意見を報告いたします。 

  後期高齢者医療制度の業務に関しては、広域連合と市町村は後期高齢者医療に関する事務

をそれぞれ分担しており、市町村としてはその保険料の徴収を担っています。本年度の保険

料収納率は９９．３％となり、前年度の収納率９９．２％より微増となっております。他の

会計同様に引き続き保険料徴収には尽力していただきたい。 

  また、後期高齢者医療広域連合による総合的かつ計画的な事務の管理と執行が図られてい

るとは思いますが、７５歳以上の高齢者の医療を支える後期高齢者医療制度として単体で考

えるのではなく、住民の健康回復・増進事業の促進を図ることとして、国民健康保険制度や

介護保険制度との連携に努め、福祉制度の向上につなげられるように望みます。以上です。 

議長（大倉 博君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  令和２年度の決算のときに、健診データを基に、その方々に応じた保健指導や健康指導を

やっていこうという発言をされていましたが、その実施はどのようになっているのかお聞か

せください。 

議長（大倉 博君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  システムを導入させていただいて、質問でおっしゃられた件についてなんですけれども、

令和３年度におきましては、国保において糖尿病患者の関係での事業ということで、その方

の症状に合わせた取組をさせていただいたのみとなっておりますので、今後、引き続き利活

用に努めていきたいというふうに考えております。 

議長（大倉 博君） 由本議員。 

３番（由本好史君） ３番、由本です。 

  糖尿病の重症化予防事業ということで、重症化のリスクのある方に保健師が指導させてい
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ただく事業にも取り組むということも発言をされておりました。それが今の件なんですかね。

はい。 

  京都府後期高齢者医療広域連合では、市町村への委託事業として、高齢者の保健事業と介

護予防との一体的推進事業を実施されております。ただ、笠置町はまだこの事業に取り組ん

でおられませんので、早急にこの事業に取り組んでいただきたいということをお願いしてお

きたいと思います。 

議長（大倉 博君） ほかに質疑はありませんか。向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  質疑といいますか、確認をしたいんですが、先ほど歳出の不用額の合計のところで下２桁

２０円と言われた気がしたんですけれども、それは聞き間違えだったら申し訳ないんですが、

４０円でいいんですよね。確認をしておきたいんですけれども。 

議長（大倉 博君） 会計管理者。 

会計管理者（増田紀子君） ただいまの向出議員の質問についてですが、すみません、読み間

違えで、正しくは、歳出合計額の不用額は１４４万５，３４０円でございます。申し訳ござ

いませんでした。 

議長（大倉 博君） ほかにありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） なければ、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（大倉 博君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第５号、令和３年度笠置町後期高齢者医療特別会計決算認定の件を採決いた

します。 

  この採決は起立によって行います。 

  認定第５号、令和３年度笠置町後期高齢者医療特別会計決算認定の件は、本案のとおり認

定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（大倉 博君） 起立全員です。したがって、認定第５号、令和３年度笠置町後期高齢者

医療特別会計決算認定の件は、認定することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 
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議長（大倉 博君） これで本日の会議を閉じます。 

  以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  第２日目は９月２２日午前９時３０分から開会します。通知は省略します。 

  本日は御苦労さまでした。 

散  会   午後１時３０分 

 


